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初期評価プロファイル（SIAP） 

 

Fluorescent Brightener 220（蛍光増白剤） 

  

物質名：Fluorescent Brightener 220  

化学式：C40H44N12O16S4・4Na  

CAS No.：16470-24-9  

 

 

  

勧告 

本化学物質は追加研究の優先物質である。  

  

SIAR 結論の要旨 

 

ヒトの健康  

急性経口及び皮膚毒性は低い： 経口 LD50>15000mg/kg bw（ラット）； 経皮 LD50>2000mg/kg bw （ラ

ット）。有効性に限界がある入手可能な試験において、Fluorescent Brightener 220 は皮膚への刺激性はない

（短期ばく露後）かまたは僅か（長期ばく露後）であり、眼への刺激性（slightly）は僅かである。103 人の

有志について行われた反復感作パッチ試験（repeated insult patch test）は 0.1%試験物質の塗布後に刺激及

び皮膚感作性の兆候を示さなかった。ラットにおける 2 年間の混餌試験において、最高投与レベルでも有害

影響は観察されなかった： NOAEL=10000ppm（雄で 521mg/kg bw/日、雌で709mg/kg bw/日）。バクテリ

アにおける遺伝子突然変異の誘発はなかった。V79 細胞におけるin vitro 染色体異常試験、精原細胞におけ

るin vivo 染色体異常試験（ハムスター）、小核試験（マウス）、並びに優性致死試験（マウス、OECD TG478、

GLP）において、細胞遺伝学的影響の誘発はなかった。ラットにおける 2 年間混餌試験は如何なる発がん性

影響も生じなかった。ラットにおける 2 世代試験は生殖毒性の証拠を示さなかった（EPA OPPTS 870.3800、

GLP）: NOAEL=300mg/kg bw/日（親動物毒性）； NOAEL=1000mg/kg bw/日（生殖行動及び仔毒性）。2 つ

の試験はラット及びウサギにおける催奇形性の証拠がないことが明らかとなった（EPA OPPTS 870.3700、

GLP）：ラット NOAEL＝1000mg/kg bw/ 日（母性及び胎児毒性）； ウサギ NOAEL=100mg/kg bw/日（母

動物及び胎仔毒性）。  

  

環境  

Fluorescent Brightener 220は融点が>300℃の塩である。本物質の水溶解度は 377g/L（20℃）である。融

点を考慮すると、蒸気圧は低いと予想されるが、logKow は－2.83 と予測されている。  

 

Mackay フガシティーモデルの予測は本物質に適切でない。物理-化学的特性から、Fluorescent Brightener 

220の単独の標的区分は本物質が塩であることから、水圏であると結論される。しかしながら、土壌への高い
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吸着性が実験的に明らかにされたことから、本物質は同様に底質への吸着も強いだろうと予想される。本物

質は易生分解性でない。モニタリングデータは吸着により汚水から>75 から>95％までが除去されることを

示した。直接光分解は地表水の上層でFluorescent Brightener 220の二番目の消失過程であり、半減期は 3.9 

から 5.2 時間の範囲である。現在、光分解生成物に関する情報はない。オゾンと同様に OH ラジカルによ

る間接光分解の予測は、Fluorescent Brightener 220のシス-及びトランス-異性体について、1.6 時間の平均

半減期を示した。生物蓄積性に関する測定データはないが、そのイオン特性から、Fluorescent Brightener 220

の生物蓄積は水圏では重要でないと結論できる。しかしながら、底質からの底生生物への生物蓄積性は無視

できない。  

 

土壌吸着に関する測定データにより、Fluorescent Brightener 220は高い土壌蓄積性を持つ物質と見なすこ

とができる。Koc 値は 10,000 までの値であった。  

 

急性毒性は魚、ミジンコ、並びに藻類について以下のように決まった。  

魚(Brachydanio rerio) 96 時間 LC0>1000mg/L 並びに 14 日 NOEC>859mg/L  

ミジンコ(Daphnia magna) 48 時間 EC0>=113mg/L 並びに 24 時間 EC50>1000mg/L  

藻類(Scenedesmus subspicatus) 96 時間 EC50>1000mg/L 

 

慢性毒性試験が行われ、Daphnia magna の繁殖に関する 21 日 NOEC が 10mg/L、藻類(Scenedesmus  

subspicatus)の 96 時間 EC0が 500mg/L であった。PNEC（水生）0.2mg/L がミジンコ 21 日間の 

NOEC に評価係数(不確実係数)50 を用いて算出された。底質の生物については、影響を及ぼす濃度は入手

できない。スクリーニングアプローチで、PNEC（底質）は平衡分配方法により推定できる。PNEC（底質）

4.3mg/L が算出された。Eisenia fetida (シマミミズ)の急性毒性が OECD TG207 に基づく限界試験で試験

された。14 日間の LC50は>10,000mg/kg であった。評価係数(不確実係数)1000 を用いて、PNEC(土

壌)10mg/kg が算出された。  

  

ばく露  

Fluorescent Brightener 220の世界生産量は 12 企業で合計約 35,000t/a a.i.になる。本物質は製紙 

及び織物工業で漂白剤として用いられる。紙及び織物を漂白するための推奨された使用濃度は 0.05 から最

大 0.5% a.i.の範囲である。本物質の分子量が高く、製品からの放散が低いために、ヒトのばく露は非常に低

いと推測される。 紙のリサイクル工程の際と、漂白処理された織物の家庭洗濯の際と同様に、織物と紙の製

造･加工の際に水圏への放出が予想される。大気中への放出は本物質が塩なので発生しないだろう。土壌への

放出は汚水汚泥の利用から発生すると予想される。  

  

勧告された今後の研究の特徴  

Fluorescent Brightener 220の底生生物への毒性に関する情報は入手できない。本物質は水生生物への毒性

がないが、水圏へ放散されれば、底質に吸着されると予想できるので、底質試験の実施は必要とみなされる。

更に、本物質は生分解性でないので、底質における蓄積が生じるかもしれない。担当国における製造の際のば

く露データは、このライフサイクルステップは水圏または底質の濃度を高くしないことを示している。しかし

ながら、紙再利用及び家庭における漂白処理織物の洗濯からと同様に、製紙及び織物の加工処理工程からの蛍

光増白剤の放出に関する入手できる情報はない。よって、長期底質試験を底生生物Lumbriculus variegatuで実
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施すること、または底質への影響を明らかにするばく露評価の実施を考慮すべきである。  

 

［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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